











成 18 年 4 月より、薬剤師国家試験受験資格









POS(Patients Oriented System) に基づいた
医療薬学へと転換しなければならなくなった
のである。
　平成 22 年 4 月の厚生労働省医政局通知「医
療スタッフの協働・連携によるチーム医療の






















































通して : ヒューマニズムについて学ぶ、Ｂ . 









































































































































学と社会、Ｃ 薬学基礎、Ｄ 衛生薬学、Ｅ 医



















































　2013 年 12 月中旬に，総合私立大学 1 校の

































第 24 回年会において発表された（図 2 参照）。
薬剤師との接触頻度が高い方が対人イメージ
は高くなるが、それでも他の医療職よりも得
点は低かった。
　結果から、薬剤師が人との繫がりが求め
られる仕事であるという印象は薄く、pill 
counter すなわち「薬を数えて渡すだけの人」
という冷たくて機械的なイメージが定着して
いると言える。これは、医療人として対人援
助を行うというイメージとは異なるが、例え
ば水巻（2012）が述べる、医療現場の薬剤師
は「おとなしい仔羊の感は否めない。医療ス
タッフのなかで目立たないばかりか，発信力
が弱い気がする」といった現在の薬剤師に対
する評価とは合致していると言える。
4. 今後について
　薬剤師として求められていることと、一般
に持たれている薬剤師イメージのギャップ
は、薬学部に入学してくる学生においても生
じている可能性がある。現在、薬学部学生を
対象とした調査を実施しており、リアリティ
ショックが生じる可能性について検討途中で
ある。
　これらを踏まえた上で、薬剤師の今後のあ
るべき姿と教育内容の摺合せについて、更に
検討を重ねる予定である。
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